
2001年9月の情報です。

平成１２年度水質汚濁の状況について

２　水域ごとの測定結果

(1)　河川

◦ 　水域類型が定められている３２水域（２７河川）のうち、ＢＯＤの環境基準を達成しているのは、２９水域
（９１％）であり、前年度より２水域増加している。（表３）

◦ 　測定地点ごとの適合状況では、８４地点（２７河川）のうち７１地点（８５％）がＢＯＤの環境基準に適合して
おり、前年度より５地点増加している｡（表４） 

表３　ＢＯＤの環境基準達成水域数の推移

年　　度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度

水域数 ３２ ３２ ３２ ３２ ３２ ３２

達成水域数 ２１ ２０ ２５ ２５ ２７ ２９

達成率 66％ 63％ 78％ 78％ 84％ 91％

表４　ＢＯＤの環境基準適合地点数の推移

年　　　度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度

測定地点数 ８４ ８４ ８４ ８４ ８４ ８４

適合地点数 ４６ ４８ ５７ ５９ ６６ ７１

適合率 55％ 57％ 68％ 70％ 79％ 85％

ア　県内の主要河川

◦ 　多摩川は、中流部（Ｃ類型）、下流部（Ｄ類型）においてＢＯＤの環境基準を達成している｡
　鶴見川は、上流部（Ｄ類型）においてＢＯＤの環境基準を達成していない。
　水道水源となっている相模川（中流部Ａ類型）、酒匂川（上流部Ａ類型）は、いずれもＢＯＤの環境基準を
達成している。（表５）

◦ 　多摩川、鶴見川、相模川及び酒匂川の主要地点のＢＯＤの年間平均値をみると、多摩川及び酒匂川で前
年度よりやや高く、 鶴見川では前年より低く、相模川では同様である。（図２）

イ　その他の主な河川
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◦ 　帷子川、入江川などの県東部の河川では、下水道の整備等により水質の改善が進み、すべての河川で
ＢＯＤの環境基準を達成している。
　金目川、葛川、中村川では、ＢＯＤの環境基準を達成していなかったが１２年度は葛川を除きＢＯＤの環
境基準を達成した。 　早川、山王川などの県西部のほとんどの河川は、ＢＯＤの環境基準を達成している。 
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